
平
成
二
十
年
十
一
月
十
四
日
提
出

質

問

第

二

四

四

号

外
務
省
と
あ
る
特
定
の
国
会
議
員
の
過
去
の
関
係
が
我
が
国
の
国
益
に
及
ぼ
し
た
影
響
等
に
関
す
る
再
質
問
主

意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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外
務
省
と
あ
る
特
定
の
国
会
議
員
の
過
去
の
関
係
が
我
が
国
の
国
益
に
及
ぼ
し
た
影
響
等
に
関
す
る
再
質
問
主

意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
八
九
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
一
年
九
月
よ
り
監
察
査
察
担
当
の
外
務
省
参
与
の
任
に
就
い
て
い
る
元
最
高
裁
判
所
判
事
の
園
部
逸
夫
氏
を
長
と

し
て
、
外
務
省
と
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
の
関
係
に
係
る
調
査
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
二
年
三
月
四
日
付
で
当
時
の
川
口
順

子
外
務
大
臣
に
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
文
書
（
以
下
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
。
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
国
後
島
に
お
け
る
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
の
建
設
工
事
と
桟
橋
の
改
修
工
事
の
入
札
決
定
の

過
程
で
、
当
方
と
外
務
省
関
係
部
局
と
の
間
で
社
会
通
念
を
超
え
た
異
常
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
旨
報
告
さ
れ
て
い

る
。
右
に
つ
き
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
四
七
号
）
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第

四
四
八
号
）
で
そ
れ
ぞ
れ
「
御
指
摘
の
文
書
に
あ
る
と
お
り
、
『
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
』
及
び
『
国

後
島
桟
橋
改
修
工
事
』
の
入
札
参
加
資
格
の
決
定
過
程
に
お
い
て
、
外
務
省
欧
亜
局
関
係
者
（
当
時
）
が
鈴
木
宗
男
衆
議
院

議
員
の
意
向
に
配
慮
し
す
ぎ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
」
、
「
御
指
摘
の
北
方
四
島
住
民
支
援
に
関
す

る
調
査
結
果
報
告
書
に
は
、
当
時
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
の
意
向
が
突
出
し
た
形
で
重
視
さ
れ
、
同
議
員
の
意
向
を
推
し

一



量
り
、
そ
れ
を
無
視
し
得
な
い
も
の
と
受
け
止
め
実
現
す
る
方
向
に
動
か
ざ
る
を
得
な
い
雰
囲
気
が
外
務
省
内
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
及
び
同
議
員
と
の
関
係
を
め
ぐ
り
外
務
省
員
相
互
に
根
強
い
不
信
感
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
不
正
常
な
状
態
が
生
じ
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
外

務
省
が
配
慮
し
す
ぎ
た
と
言
う
、
国
後
島
に
お
け
る
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
と
桟
橋
改
修
の
工
事
の
入
札
参
加
資
格

の
決
定
過
程
に
お
け
る
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
の
意
向
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
と

前
回
質
問
主
意
書
で
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
内
閣
衆
質
一
六

六
第
一
六
六
号
）
二
に
つ
い
て
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答

弁
の
内
容
は
「
御
指
摘
の
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、
鈴
木
宗
男
衆

議
院
議
員
は
、
北
海
道
内
で
は
な
く
根
室
管
内
に
本
社
を
有
す
る
者
に
同
資
格
を
改
め
る
よ
う
外
務
省
職
員
に
求
め
る
な
ど

の
関
与
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
外
務
省
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
が
社
会
通
念
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。
」
、
「
御
指
摘
の
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議

員
は
、
同
工
事
の
施
工
に
地
元
業
者
を
使
う
よ
う
外
務
省
職
員
と
支
援
委
員
会
事
務
局
職
員
に
強
く
要
望
す
る
な
ど
の
関
与

を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
外
務
省
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
が
社
会
通
念
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
認
識

二



し
て
い
る
。
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
「
御
指
摘
の
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資
格
決
定

に
際
し
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
は
、
北
海
道
内
で
は
な
く
根
室
管
内
に
本
社
を
有
す
る
者
に
同
資
格
を
改
め
る
よ
う
外
務

省
職
員
に
求
め
る
な
ど
の
関
与
を
行
っ
た
」
、
「
御
指
摘
の
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、

鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
は
、
同
工
事
の
施
工
に
地
元
業
者
を
使
う
よ
う
外
務
省
職
員
と
支
援
委
員
会
事
務
局
職
員
に
強
く
要

望
す
る
な
ど
の
関
与
を
行
っ
た
」
こ
と
が
、
具
体
的
に
ど
う
社
会
通
念
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る

の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
と
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
等
の
我
が
国
に
よ
る
北
方
領
土
人
道
支
援
に
つ
い

て
は
、
根
室
管
内
市
町
が
北
方
領
土
問
題
原
点
の
地
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
北
方
領
土
に
お
け
る
人
道
支
援
を
行
う
際
に

は
、
こ
れ
ら
根
室
管
内
市
町
に
配
慮
し
、
同
地
域
の
地
元
業
者
を
優
先
す
る
旨
の
約
束
が
、
同
地
域
の
市
町
と
外
務
省
と
の

間
で
な
さ
れ
て
い
た
と
承
知
す
る
。
そ
れ
な
の
に
、
例
え
ば
平
成
五
年
、
国
際
機
関
で
あ
る
支
援
委
員
会
に
拠
出
し
た
資
金

を
用
い
て
、
人
道
支
援
の
一
環
と
し
て
国
後
島
に
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
を
建
設
し
た
際
も
、
地
元
業
者
で
は
な
く
、
他
地
域
の
大

手
業
者
が
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
建
設
を
落
札
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
苦
情
を
根
室
管
内
市
町
よ
り
受
け
て
、
当
方
が

外
務
省
に
問
い
質
し
た
こ
と
は
あ
る
。
実
際
に
、
平
成
六
年
十
一
月
七
日
、
右
の
約
束
を
履
行
す
る
旨
の
要
請
が
根
室
管
内

三



の
市
町
よ
り
な
さ
れ
、
外
務
省
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
も
、
当
方
は
承
知
し
、
そ
の
要
請
書
の
写
し
を
今
も
保
有

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
当
方
が
一
で
触
れ
た
様
に
、
北
方
領
土
人
道
支
援
に
係
る
事
業
に
根
室
管
内
の
市
町

に
配
慮
す
る
旨
外
務
省
に
要
望
す
る
こ
と
は
、
行
政
を
ね
じ
曲
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
約
束
の
履
行
を
外
務
省
に
求
め
た
だ

け
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

三

二
の
要
請
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
本
年
十
一
月
十
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
九
〇

号
）
で
「
御
指
摘
の
『
要
請
』
を
受
け
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
確
定
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
答
弁

し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
二
の
要
請
に
つ
い
て
、
外
務
省
が
そ
れ
が
な
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
確

定
的
な
こ
と
を
言
え
な
い
の
な
ら
ば
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
り
、
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
と
国
後

島
桟
橋
改
修
工
事
等
の
我
が
国
に
よ
る
北
方
領
土
人
道
支
援
に
お
い
て
、
当
方
が
社
会
通
念
に
反
す
る
行
為
を
行
っ
た
と
決

め
つ
け
る
の
は
、
そ
れ
こ
そ
が
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
お
か
し
い
判
断
で
あ
り
、
公
平
、
公
正
さ
を
著
し
く
欠
く
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


